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論文審査結果の要旨 

本論文は、高度大動脈弁狭窄症の患者において、高齢者と若年者の 2 群間で血漿 B 型ナト

リウム利尿ペプチド（BNP）濃度の上昇の規定因子や解釈の仕方の違いについて、初めて検

討し明らかにした臨床的に意義ある論文である。 

 大動脈弁狭窄症患者において、BNP 値の上昇は予後予測因子であり、リスクの層別化に役

立つ指標であると報告されている。一方、年齢と共に左室の拡張機能が低下するため BNP 値

が上昇する、という可能性も指摘されており、大動脈弁狭窄症患者において BNP 値を規定す

る因子の検討が必要とされていた背景がある。 

 今回、高度大動脈弁狭窄症患者を 75 歳以上（高齢者 201 人）と 75 歳未満（若年者 140 人）

の 2 群に分類して検討し、両群は同様の大動脈弁狭窄の重症度であったにも関わらず、BNP

値は若年者群に比べ高齢者群で高値を示し、年齢が高いほど BNP 値も高いという結果であっ

た。 

また、高齢者群における BNP 値上昇の規定因子には、若年者群において規定因子の一つで

あった大動脈弁狭窄症の重症度が含まれず、高齢者群では大動脈弁狭窄の重症度が高度であ

るほど BNP 値が上昇するとは必ずしも限らず、左室の拡張機能のようなそれ以外の因子によ

って規定されている、という結果となった。したがって、高度大動脈弁狭窄症患者において

BNP 値は一概にその重症度を反映したものではなく、年齢や左室の拡張機能低下なども反映

した値として解釈する必要性が示唆された、というところに本論文の価値が見出される。 

よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 

 

 


